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✧ 配信事業部・システムの気象庁新庁舎（港区虎ノ門）への移転について 

 

（一財）気象業務支援センター（以下、「センター」と呼ぶ。）では、気象業務法による指定を

受けた「民間気象業務支援センター」として気象庁作成の防災気象情報や数値予報等の各種デー

タを「情報提供業務」として利用者に提供してきています。この中で、オンライン配信サービス

については、1996（平成 8）年 3 月より気象庁の千

代田区大手町の庁舎内に配信システムを整備し、約

25 年間運用してきました。今回、気象庁庁舎の港区

虎ノ門への移転に伴い、配信事業部及び配信システ

ムについても併せて新庁舎に移転し、2020（令和 2）

年 11 月 19 日（木）より新事務所において業務を開

始しました（当センターの他部署の所在地には変更

ありません）1。 

 

図 気象庁新庁舎の地図（住所：〒105-0001 東

京都港区虎ノ門 3-6-9）。建物は、2020（令

和2）年2月に竣工し、港区教育委員会（みな                       

と科学館など）と同居しています。 

              （出展：気象庁）             

 

現在、当センターでは、7つの配信システムを運用

しており、これらの内、主要な 4 つのシステムを千

代田区大手町の気象庁庁舎内に設置し 24 時間 365

日、常時監視・運用してきました。その他の清瀬市・大阪市に設置している 3 つのシステムも大

手町庁舎より遠隔監視を行なってきました 2。 

今回の気象庁庁舎の移転に伴い、配信事業部及び配信システムについても対応が必要となり、緊

急地震速報や注意報・警報などの防災気象情報を 24 時間 365 日、常時安定かつ確実に提供するこ

とを基本として、以下の方針のもと検討し、これまでと同様に気象庁の新庁舎に配信システムを

更新・整備することとし、作業を進めて参りました。 

 

 利用者の利便も考慮しながら移転・移行時もデータ提供を確実に行うため、虎ノ門

新庁舎に新たに配信システムを更新・整備し、 

 一定期間の並行運用（大手町庁舎からの配信と虎ノ門新庁舎の新システムからの配

信を両立する）期間を設け、 

 並行運用期間内に、順次、利用者に新システムからの配信に移行頂く。 

 

これらの方針及び更新システム等の詳細について、2019（令和 1）年 10 月に開催した配信事業

検討委員会（学識経験者、予報業務許可事業者・報道機関などの利用者代表、気象庁の専門家で

構成）の了承を得て、以下の日程で移転関連作業を進めて参りました。 

 

 2019（令和 1）年 10 月：配信事業検討委員会での検討を経て、システム更新等も含

めた移転計画を決定 

 10 月～：更新システムの整備、移転計画の策定。気象振興協議会や配信サービスの

利用者等への周知。順次、利用者との回線切り替え等の移行作業の調整 

 2020（令和 2）年 6 月～：虎ノ門新庁舎に無停電電源装置（UPS）、回線等を整備 

 7～8 月：新配信システムの設置、試験 

 9 月～：新配信システムの運用を開始。専用線利用者の移行作業開始 

 11 月 19 日：運用監視・事務の拠点を大手町庁舎から虎ノ門新庁舎に移転 

 11 月下旬～12 月上旬：IP-VPN /インターネット利用者の移行作業（システム毎に

一斉切替） 

 12 月末：移行作業完了予定 

 2021（令和 3）年 1 月末：大手町の配信システム停止・撤去。大手町庁舎を退去 
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この間、新型コロナウイルス感染症対策といった、新たな局面も迎えましたが、国民の生命・

安全に密接にかかわり、さらに、社会経済活動の基盤となる気象情報の提

供を行っています情報提供業務については、センターとして最も重

要な業務として、24 時間体制で確実に事業の継続を

図りつつ、同時に移転作業を進めて参りました。 

大手町旧庁舎と虎ノ門新庁舎での新・旧配信システ

ムの並行運用は、2020（令和 2）年 9 月から 2021（令

和 3）年１月までと半年近くに及ぶ作業ですが、多く

の利用者・気象庁等の皆様のご理解・ご協力を得て順

調に移行作業を進めてきており、一部作業については

2021（令和 3）年 1月まで続く見込みですが、ほぼ本

格的な運用の段階に入ることができました。ここに利

用者、気象庁等の関係者に深く感謝申し上げます。 

 

写真 虎ノ門新庁舎の運用監視室から、虎ノ門庁舎

内／清瀬市気象衛星センター内（気象衛星）／大阪管区気象台内（バックアップ）の各システム

の稼働状況や利用者への配信状況を常時監視しています。新庁舎内のサーバー室の状況は、モニ

ターでも監視できます（右上）。なお、大手町旧庁舎内の旧システムが並行運用中は、同システ

ムの監視も併せて行っています。 

 
1気象庁の新庁舎内の施設・アクセスは、次のアドレスを参照して下さい。

http://www.jma.go.jp/jma/menu/shisetsu.html 

 
2大規模地震等への危機管理対応を強化するため、2009（平成 21）年には大阪管区気象台内に「大

阪バックアップシステム」、2012（平成 24）年には「緊急地震速報大阪バックアップシステム」

を整備し、さらに、2015（令和 27）年には、ひまわり 8 号の運用に伴い「気象衛星配信システム」

を東京都清瀬市の気象衛星センター内に整備し運用してきています 

（配信事業部） 
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✧ 危機管理産業展（ＲＩＳＣＯＮ）２０２０への出展参加報告 
 

2020 年 10 月 21 日(水)から 23 日(金)に東京ビッグサイト青海展示場で開催された「危機管理

産業展(RISCON)2020」に、緊急地震速報利用者協議会と共に気象業務支援センターも出展参加し

ました。 

危機管理産業展は「防災・減災」、「セキュリティ」、「事業リスク対策」のあらゆるリスク

に対応する危機管理トレードショーとして開催され、16 回目を

迎えています。今回は、喫緊の対策が求められるテーマとして

「大規模災害対策、新型コロナウイルスによる感染症

（COVID-19）対策等）が設けられました。 

コロナ禍の中での開催でしたが、人との接触を避けるための

完全事前登録制、入場時の検温・消毒、展示ホール内の通路幅

の確保、出展者のマスクの着用は当然ながら、来場者のマスク

着用など、感染予防対策に最大限努めた 3 日間でした。 

出展者数は例年よりも若干少なく、空きスペースも見受けられ

たものの、3日間の入場者は約 10,609 人と昨年よりやや少なめ

の入場者に止まりました。一方で、大規模イベントが制限、自粛されてきた中で、手探りながら

も事業の回復に向け、また危機管理への重要性から関心の高さが窺え、想定よりは賑やかな展示

会ではなかったかと、感じています。適切な対策を講じれば、感染予防も可能で、社会・経済活

動の両立ができるとの自信にもつながるものではなかったかとの感想を持ちました。 

 



賛助会員だより             2020 年 10 月 11 月 No.153 

 

 3 

✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧ 

✧ 令和 2年度東京都・北区合同総合防災訓練に展示参加しました 
 

令和 2 年度東京都・北区合同総合防災訓練が、11 月 22 日(日)快晴の中、北区中央公園を中心

会場として開催されました。今回の訓練では、「住民等による自助・共助」、「行政及び関係機

関の連携」、「コロナ禍における自然災害への対応」を統一テーマとして掲げ、当日は「住民に

よる避難訓練」「自助・共助訓練」「展示・体験訓練」などに取り組みました。 

気象業務支援センターは、緊急地震速報利用者協議

会との共同事業として、北区中央公園周辺会場での展

示に参加しました。 

今回の訓練は、当初東京オリンピック、パラリンピ

ックが予定されていたため、例年の 9 月 1 日を避け、

11 月後半の開催となりました。さらに、コロナ対策

から、一般来場者も北区在住の 250 名に限定し、展示

ブースも参加機関数を制限することでスペースを確

保するなど、「三密」を避けた体制の中で行われまし

た。 

人数制限のため、配布資料も 100 部程、と例年の約

1/3 でしたが、事前予約制だったため、防災訓練への

関心の高い来場者の参加が多かったように感じまし

た。 

今回の訓練では、参加者全員に「コロナ感染防止のためのチェックリストの提出」、「開催日

から 2 週間は経過観察」、「陽性が確認された場合には報告を義務付ける」など、徹底した感染

防止対策が取られています。「新たな生活様式」の中での、訓練、イベントの良い先例となるこ

とを期待しています。 

 

 

※気象庁ホームページから抜粋 

【写真】晴天のなかでの説明風景 


